
2026年 NCGM 秋の医療安全推進週間

医 療 安 全 講 演 会 会

医療事故被害者遺族の立場から
医療安全を考える

演 者

永井 裕之 氏
医療の良心を守る市民の会代表

11月24日（火） 16:00 ～ 17:00
国際医療協力研修センター棟 5階 大会議室

連携医療機関の皆さま ぜひご参加ください

主催｜国立健康危機管理研究機構 国立国際医療センター 医療安全管理室

会場のご案内
国立健康危機管理研究機構
国立国際医療センター
国際医療協力研修センター棟 5階 大会議室

〒162-8655 東京都新宿区戸山1-21-1

都営地下鉄 大江戸線 若松河田駅（河田口）から徒歩5分

国立健康危機管理研究機構 国立国際医療センター

事前申込制

（都立広尾病院 医療事故 ご遺族）

https://forms.cloud.microsoft/r/5N8Ki9VBvY

演者紹介

1999年2月11日に妻を点滴の誤薬注入による医療過誤で亡くし、刑事、民事裁判ののち医療界の
意識改革に一石を投じるため全国の医療機関・大学などでの講演を開始。2006年「医療の良心を
守る市民の会」、2008年「患者の視点で医療安全を考える連絡協議会」を立ちあげるなど医療事
故調査制度につながる活動を推進し、2015年10月の制度開始後は国民に信頼される医療事故調査
を求めている。医療事故・過誤を減らすための患者と医療者の連携、医療者の人間性向上や信念
を持って発言する力の養成の大切さを訴え続けている。  
＊医療の良心を守る市民の会 代表  
＊患者の視点で医療安全を考える連絡協議会 代表 
＊患者・家族と医療をつなぐNPO法人架け橋 理事 
＊医療安全調査機構；医療事故調査・支援センター 運営委員会 委員 
著書 『都立広尾病院「医療過誤」事件 断罪された医療事故隠し』（あけび書房、2007）


